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調査対象は 3 大学に在籍する 2 年次女子看護学生 169 名とした。調査期間は












生の睡眠時間（6.09 時間）より長かった。しかし、平日の睡眠時間が 4 時間の
学生が 10名（７％）みられた。 
GHQ28は認知的再解釈、自己効力感、平日の睡眠時間および大学との間に有意
な負の相関関係がみられた。CES-Dは問題解決、認知的再解釈（嫌悪的な出来事
に直面したとき、それを良い方へ考え直したり、自分にプラスになることを探
そうとするコーピング)、情緒的サポート希求（嫌悪な出来事に直面した時、人
とのかかわりの中で自分の気持ちを落ち着かせようとするコーピング）、自己
効力感、平日の睡眠時間および大学との間に有意な負の相関関係がみられた。 
大学による違いを考慮して、精神健康状態と抑うつの各々を従属変数、平日
および休日の睡眠時間、ストレスコーピングおよび自己効力感を独立変数とし
た重回帰分析（強制投入法）を行った結果、精神健康状態にはストレスコーピ
ングのなかの認知的再解釈と自己効力感が、抑うつには平日の睡眠時間と自己
効力感が独立して関連することが明らかになった。精神健康状態および抑うつ
と睡眠時間の関係におけるストレスコーピングおよび自己効力感の関与はみら
れなかった。 
これらの結果から、本研究は横断研究であり因果関係は不明であるが、認知
的再解釈と自己効力感の使用頻度を高くすることによって、精神健康状態の維
持向上をはかることができる可能性、自己効力感の向上で抑うつの予防や改善
をはかることができる可能性が示唆された。 
今後は対象者を増やして、縦断研究を行うことで因果関係についてさらなる検
討を行う必要がある。 
